


真
言
密
教
に
み
る
国
際
的
宗
教
空
間
の
存
在

ヘ

ブ
ラ
イ
ズ
ム
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
調
査
活
動
報
告

客
員
研

究

勘
田

義
治

朝
鮮
半
島
を
経
て
中
国
か
ら
伝
来
し
た
外
来
宗
教 、

仏
教
が
公
伝
と
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
六
世
紀
半
ば

の
こ
と

。
以
来 、

日
本
の
仏
教
は
宗
派
ご
と
の
研
鑽
を
深
め
な
が
ら
布
教
の
道
を
の
ば
し 、

十
二
世
紀
に
は
有
力
な
六

宗
派
の
誕
生
と 、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
改
革
の
枠
を
超
え
た
新
仏
教
の
担
い
手
が
数
多
く
現
れ
た

。

九
世
紀 、

唐
長
安
•

青
龍
寺
に
て
恵
果
に
学
ん
だ
空
海
が
持
ち
帰
っ
た
密
教
に
は 、
一

種
独
特
と
も
い
う
べ
き
深
秘

性 、

象
徴
性 、

儀
礼
性
が
み
ら
れ 、

そ
の
信
仰
思
想 、

営
為
動
向
に
は
異
宗
教
と
の
対
話
を
可
能
に
す
る
多
様
性
が
久

し
く
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

。

そ
こ
で
当
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

は
今
回 、

「
東
漸
し
た
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
ー

景
教
と
真
言
密
教
ー」

と
い
う
テ
ー

マ
の

も
と
高
野
山
金
剛
峰
寺
と
奈
良
大
安
寺
を
訪
問
し 、

寺
院
に
伝
わ
る
造
形
物
や
資
料
類
の
中
に
存
す
る
外
来
思
想
伝

播
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
し
た

。

エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ア
ン
ナ
・
ゴ
ル
ド
ン
と
高
野
山

キ
リ
ス
ト

教
と
仏
教
の

根
本
同
一

を
旨
と
す
る
仏
基
一

ド
ン

冗
論
を
説
い
た
エ

リ
ザ
ベ

ス
・

ア
ン
ナ
・

ゴ
ル

永
四
）

年
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
・

ラ
ン
カ
シ
ャ

ー
の

ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の

貴
族
ジ
ョ

ン
・

エ

ド
ワ
ー
ド
・

ゴ
ル
ド
ン
に
嫁
し
た

。

ヴ
ィ

ク
ト
リ

オ
ッ

ク
ス
フ
ォ

ー
ド

大
学
で
学
ん
だ
彼
女
は
仏
教
に

詳
し
い

比
較
宗
教
学

M
u
l
l
e
r,
 
F
ri
e
d
ri
c
h
 
M
a
x

に

師

し
、

留
学

楠
順

八
五

ヘ

G
o
r
d
o
n,
 
E
li
z
a
b
e
t
h
 
A
n
n
a
 
ti
 

ま
れ

、

名
家
に

ア
女
王
の

女
官
を
勤
め
た

後
、

者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

マ
ッ

ク
ス
・

ミ
ュ

ラ
ー

次
郎
の

知
遇
を

る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
明
治
―

四
）

年
夫
妻
で
の

世
界
旅
行
の

途
中

、

日
本

を
訪
れ
た
彼
女
は
日
本
文
化
へ

の
造
詣
と

を
深
め

、
一

九
0
七
（
明
治
四
O
)

年
に
一

人
で
再
来
日
し
、

以
来
日
本
を

拠
点
と
し
て
東
洋
の

宗
教
の

研
究
に

励
ん
だ

。

そ
の

調
査
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
、

中
国
や

朝
鮮
半
島
へ

も
調
査
の

足
を
延
ば
し
、

持
論
と
な
る
仏
基
一

元
論
の

完
成
に

取
り
組
ん
だ

。

ま
た
日
本
に

は

洋
書
が

少
な
い

と
嘆
く
高
楠
順
次
郎
ら
の

要
請
を
聞
き

、

彼
女
は
日
比
谷
図
書
館
や
早
稲
田
大
学
に

多

数
の

書
籍
と

資
料
を

寄
贈
し
た

。

晩
年
の
六

年
間
は

京
都
ホ
テ
ル
に

逗
留
し
、

一

九
二

五
（
大
正
一

四
）

年
に

同
ホ
テ
ル
に
て
七
四
歳
で
客
死
し
た

。

告
別
式
は
京
都
の

東
寺
に
て
仏
式
法
要
と
し
て
行
わ
れ

、

高

野
山
墓
所
と
朝
鮮
金
剛
山
長
安
寺
に
分
骨
が
な
さ
れ
た

。

彼
女
は
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を

経
て
中
国
に

伝
わ
る
過
程
で

、

西
欧
か
ら
の

思
想
と
触
れ

合
い

、

そ
の

影
響
を
受
け
た
と
確
信
す
る
一

方
、

唐
代
の

古
代
キ
リ
ス
ト

教
「
景
教
」

に

注
目
し
、

ザ
ビ

エ

ル
に
よ
る
布
教
の
は
る
か

以
前
に
空
海
に
よ
り
古
代
キ
リ
ス
ト

教
「
景
教
」

が
日
本
に

伝
播
さ
れ

、

教
と
習
合
し
た
と

張
し
た

。

野
山
金
剛
峯
寺
と
朝
鮮
の
金
剛
山
長
安
寺
に
は
彼
女
が

覆
刻
し
て

教
碑
に
つ
い
て
は

、

長
安
留
学
の

際
に

海
が

八
九

仏

し
た

野
山
の

教
碑
が
残
さ
れ
て
い

る
。

出
遭
っ

た
が

故
に

真
言
密
教
に

そ
の

影

が

見
ら

れ
、

こ
の

事
跡
を
ゴ

ル
ド
ン

夫
人
が

称
え

建
立
し

た
と
す
る

説
が

有
力
で

あ
っ

た
が

、

今
回
の

調
査

で
は
ゴ

ル

ド
ン

夫

人
と

当

時
の

高

野
山
の

関
係

、

特
に

高
僧
た

ち
と
の

深
い

親
交
の

様
子

、

そ
し
て

そ
の
結
果

、

密
教
の
灌
頂
を
受
け

、

戒
名
を
授
か
っ

て
い

る
こ

と
な
ど
が

判
明
し
、

石
碑
の

建
立
は

彼

し
た

仏
基
一

元
論
と

密
教
思
想
と
の

高

れ
と
も
推
察
で
き
る

。

女
が

提

次
で
の
融

の
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